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「わたしたちも言
い

いたい」ではみなさまからのお便
たよ

りを募
ぼ

集
しゅう

しています（宛
あて

先
さき

は44ページ）。
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一人ひとりの
スタート進学、就職、引っ越し…。

たくさんの人が新しい生活をスタートする４月。
知的障害のある人にとっては、新生活への期待とともに
新しい環境へのサポートが大切な時期でもあります。
今回は、「スタート」を迎える知的障害のある人やその家族、
さまざまな立場からそれを支える人たちの声や、
実際の支援について取り上げます。

の春、高等部を卒業してＢ型作業所に
就労する息子。今までは学校に守られ

「サポート三
ざん

昧
まい

」でしたが、これから先は、い
ろいろな選択肢の中から選んだ道を歩んでい
きます。考え方、関わり方で人はぐんと成長
します。これからも充実した日々が送れるよ
う、笑顔の息子であるように、地域やいろい
ろな方々とのつながりをより大切にしていき
たいです。（兵庫　森本典子）

応援します！

よさこいなど、
好きなことも続けます！

こ

6



度知的障害のある18歳の次男。２年前
から利用している児童入所施設もこの

春で卒業…のはずが、コロナ禍で進路の話も
なかなか進まず。さすがに焦りはじめたころ、
進路担当の先生から連絡が。「ご近所に建設中
のグループホーム、日中支援型だそうです」。
わが子にはいつまでもそばにいてほしいと、

「家に戻るのもやむなし」という展開を心のど
こかで期待していた自分ですが、家の近くで
生活を送れるのであれば千載一遇のチャンス！
入居を目指して大きく舵を切ることに。その
とき、ふと気づきました。この春の大きな卒
業とは、自分の「子育て」であることに。 

（神奈川　渡部三奈子）

校生活で楽しかったことは、いくつか
あります。一つ目は、入学式です。数

多くの教諭やPTAの前で、それなりにきんち
ょうしました。二つ目は、強歩です。30キロ、
50キロ、70キロのコースのうち、30キロを歩
きました。達成感は忘れがたいです。三つ目
は、学校祭です。クラスみんなで準備したり、
合唱の練習したりなど、いろんな努力や苦労
がありました。
　高校を卒業してからは、就労移行支援に行
こうと思います。そこで、仕事のやり方を教
えてもらって、お給料をもらえたらパソコン
を買ったり、自分の健康のためにお金を使お
うと思っています。（北海道　桜庭蒼太）

応援します！

仕事して貯金したら、
外国に行ってもいいのかな？

親子で一緒に
リスタート！

重高
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